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ちゃんと伝わってる

キャッチボール
みんなとの言葉

こ　と　　　ば

つ  た

の

と言ったら「うん、いいよ」と答えてくれました。
話をしてみて気が合

あ

うなと思ったり、同
おな

じところで
盛
も

り上
あ

がったりしたので、楽
たの

しくて時
じ か ん

間があっとい
う間

ま

でした。今まで話したことのない子と話してみ
たら気があったので、積極的に声を掛

か

けて、もっと
気が合う友だちを見

み

つけたいと思いました。

自分の言葉で友だちを励
は げ

まそう
東高津中　岩

い わ い

井 英
は な え

惠
　部

ぶ か つ

活の仲間とコミュニケーショ
ンのことで悩

なや

んだ時
じ き

期があり、友
だちに相

そうだん

談したところ親
し ん み

身になっ
て話を聞いてくれ、「みんな応

おうえん

援
しているよ！」と励

はげ

ましてくれました。それを機
き

に
私はこれからもっと頑

が ん ば

張ろうと思うことができまし
た。これからは同じようなことで悩んでいる友だち
がいたら相手の立

た ち ば

場になって言葉をかけ、自分の言
葉で友だちを励まそうと思うようになりました。悩

なや

みごとがあったら、友だちに相談することで解
かいけつ

決の
糸
いとぐち

口になるかもしれないことを学
まな

びました。言葉の
持つ効

こう

果
か

やパワーを上
じょうず

手に使っていきたいです。

見
み

た目
め

で話さないのはもったいない
秀明八千代中　藤

ふ じ も と

本 愛
ま な

　１年生のとき、スピーチコンテ
ストの競

きょうそうあいて

争相手になることから、
姉
し ま い こ う

妹校の子と話をしませんでし
た。２年

ねんせい

生になり、その姉妹校と
イギリス英

えいごけんしゅう

語研修に行きました。帰
きこくちょくぜん

国直前にパーテ
ィーが開

ひら

かれ、そのときにコンテストに出
しゅつじょう

場してい
た子と一緒だったので、せっかくだからと思い話し
かけてみると、話しやすくて楽しい会話をすること
ができました。
　しかし、私が話かけたのは帰国する１日

にちまえ

前で、少
すこ

ししか会話ができませんでした。このことから人を
見た目やライバルだからという理

り ゆ う

由で話さないこと
は、もったいないと改

あらた

めて感じました。

意
い み

味や具
ぐ た い れ い

体例を自分なりの言葉で
八千代台西中　齊

さ い と う

藤 那
な つ き

津樹
　私は部

ぶかつ ど う

活動の部
ぶちょう

長を務
つと

めていま
す。部活で毎

まいしゅうげつようび

週月曜日に日
に っ し

誌を提
てい

出
しゅつ

しますが、日にちが経
た

つにつれ
て部

ぶ い ん

員の書
か

く意識が薄
うす

れていって
しまいました。そこで「日誌を提出して」と伝えま
したが、提出してくれる人はなかなか増

ふ

えませんで
した。原

げんいん

因を聞くと「見
けんがく

学で何
なに

を書けばいいか分
わ

か
らない」などの意見が出ました。
　私はただ提出してもらうだけで、書く本当の意味
を考えたことがありませんでした。日誌を書く意

味、書き方の具
ぐたい れ い

体例を自分なりに考え、自分なりの
言葉で伝

つた

えると、提出者が増えました。

思いやり、寄り添うことが大切
八千代東高　サライサイ ノリカ
　バスケ部部長だった中

ちゅうがくじだい

学時代に
仲間との関

かんけい

係が上
う ま

手くいかず心
こころ

が
折
お

れたときがありました。そんな
とき顧

こ も ん

問の先
せんせい

生に呼
よ

ばれ、「相手
にどう思われるかではなく、相手をどう思うかだ」
と言われました。そのとき初

はじ

めて、自分の気持ちよ
り、まず第

だいいち

一に相手を思いやり、寄り添うことが大
切なことなのだと気付きました。高

こうこうせい

校生になった今
でも、そのことを心の中

なか

に刻
きざ

み続けて、いかなると
きも、どのような立

た ち ば

場に立っても、相手に寄り添い
大切に思うことを忘れないようにしています。

相手のことも頭
あたま

に入
い

れて会話する
睦中　粟

あ い は ら

飯原 暉
しゅん

　「ちゃんとやれよ!!」その一言
に返ってきた反

はんのう

応は反
はんぱつ

発でした。
合
がっしょう

唱コンクールの練
れんしゅう

習で、真
しんけん

剣に
歌
うた

っていない人がいて、どうして
もしっかり歌ってほしくて厳

きび

しく注
ちゅうい

意したら、相手
はもっと反発しました。僕は「この人には良いとこ
ろをどんどん見つけて、寄

よ

り添
そ

う感じで注意してい
こう」と思いました。これからは直接話す場

ば あ い

合、ど
んな風

ふう

に接
せっ

するのか、常
つね

に相手のことも頭に入れな
がら会話することが大切だと思いました。

質
し つ も ん

問を投
な

げかけると会話が広
ひ ろ

がる
村上中　諏

す わ

訪 真
ま み こ

美子
　学校の帰

かえ

りに友達との会話で
「昨

き の う

日の○○行ったんだ」と言っ
てくれた友だちに「そうなんだ」
とだけ答え、会話が終

お

わってしま
い、気まずい空

く う き

気になりました。そこで「何をした
の？」と聞いてみると、会話が続

つづ

き、話が弾
はず

んでい
きました。
　相手が話してくれたことに、返

へ ん じ

事や相
あい

づちだけじ
ゃなく質問を投げかけると会話はどこまでも広がっ
ていくのだと気付きました。これからは、たくさん
質問をして会話を楽しんでいきたいです。

大切なことは、電話や直接会
あ

って
阿蘇中　櫻

さ く ら い

井 涼
り の

乃
　友だちと遠

とお

くへ遊
あそ

びに行く約
やくそく

束
をしたとき、ＳＮＳを使って連

れんらく

絡
し合いました。しかし、遊びに行
く日を友だちが見

み お

落としてしま

い、準
じゅん

備
び

がギリギリになってしまった経
けいけん

験がありま
す。当

とう

日
じつ

に買
か

い忘
わす

れたものが見つかり、予
よ て い

定が崩
くず

れ
てしまい、残

ざんねん

念な気持ちになったことを覚
おぼ

えていま
す。それからは、約束をするときは、電話や直接会
って内

ない

容
よう

を決
き

めるようにしています。今
こ ん ご

後も大切な
ことは、電話や直接会って決めるようにしたいです。

素
す な お

直に聞き、言葉を選
え ら

んで言おう
村上東中　衛

え と う

藤 杏
き ょ う か

花
　清

せいそう

掃のリーダーを友だちがやる
ことになっていたのに「やっぱり
私やらないから！」と仕

し ご と

事を投
な

げ
出
だ

され、私は「なんで？やるって
決めたのに？どうして？」と思い、強

つよ

い口
くちょう

調で次
つぎつぎ

々
と思ってもないことまで言ってしまいました。後

あと

で
聞くと、友だちは私の言い方がきついと思っていた
そうです。振り返ると、もっと冷

れい

静
せい

に相手の話をち
ゃんと聞けばよかったと後

こうかい

悔しました。
　この出来事から、自分の意見はきちんと言葉を選
んで言うこと、相手の話を素直に聞くことで、勘

かんちが

違
いも未

み ぜ ん

然に防
ふせ

げることを学びました。

スルーしないで、返事は返
か え

して！
千葉英和高　地

じ ぞ う ど う

蔵堂 美
み は る

晴
　高校１年生の夏

なつ

、中学の後
こうはい

輩の
夏
か き

季大
たい

会
かい

の応
おうえん

援に行くのに、中学
の頃

ころ

の友だちと差
さ

し入
い

れする話を
ＳＮＳでしていました。友だちは

そのことについてスルーした上、全
まった

く関
かんけい

係ない話を
したため、私は嫌

いや

な気
き ぶ ん

分になりました。
　返事がないということは行きたくないってことか
なと、いろいろ考えたりもしました。
　その後、私がそのことを伝えてきちんと話し合い
解決しましたが、ささいなことであっても返事は返
すべきだと思いました。

聞いてほしいときは、まず自分から
秀明八千代高　田

た ざ き

崎 彩
あ や む

夢
　「お願

ねが

いします」と正
しょうじき

直に言っ
てみました。いつもはとりとめの
ないことを話す母

はは

と真剣に話がし
たくて、自分の志

しぼうしょくぎょう

望職業や目
もくひょう

標を
話しました。思いが伝わったのか、真剣な顔

かお

で聞い
てもらえました。進

し ん ろ

路のことは難
むずか

しいと思っていた
けど、母のアドバイスもあり、簡

かんたん

単に決められまし
た。話し終わると、ふと「うれしい」と感じました。
真剣に聞いてもらえることがこんなにうれしいこと
だと思いませんでした。これからは、相手に聞いて
ほしいことがあるときは、まず自分がその姿

し

勢
せい

を見
せることから始

はじ

めたいです。

■全
す べ

てスマホに頼
た よ

るのではなくて
新木戸小　大

お お く す

楠 菜
な つ き

月
　大

おおてけいたいでんわがいしゃ

手携帯電話会社の通
つうしんしょうがい

信障害が
話
わ だ い

題となりました。私はニュース
を見て、スマホがないと連絡手

しゅだん

段
が無

な

くなったり、道
みちあんない

案内のための
地
ち ず き の う

図機能が使えなくなったりして、困
こま

ってしまった
人がたくさんいたことがわかりました。
　いつ通信障害が起

お

きても慌
あわ

てずにすむよう、常
つね

日
ひ ご ろ

頃からすべてスマホに頼
たよ

るのではなく、ほかの手
段も考えておくことが必要だと思いました。

■相手の気持ちをもっと考えて
南高津小　山

や ま だ

田 隆
りゅうすけ

奨
　毎

まいにち

日のように、学校でいじめら
れた子どもが自

じ さ つ

殺するニュースを
見ます。なぜこんなひどいことを
するのか考えられません。

　相手の気持ちをもっと考えてほしいです。そうす
れば、みんないじめなどしないと思います。いじめ
をしているのを見かけたら注意していきたいです。

■自分の感情を運
う ん て ん

転にぶつけないで
村上小　村

む ら た

田 紗
さ き

季
　ニュースで、あおり運転や、
交
こうつう

通事
じ こ

故が多
た は つ

発しているとよく聞
きます。亡

な

くなってしまう人や悲
かな

しむ人、迷
めいわく

惑だと思う人が多いの

で、交通事故を起こさないように、運転には気を付
けてほしいです。また、自分の感情を運転にぶつけ
るのはやめてほしいなと思いました。それが原

げんいん

因で
あおり運転が起こるのだと思います。

■衝
し ょ う げ き て き

撃的だった「教
き ょ う か し ょ

科書を信
し ん

じない」
八千代松陰高　愛

あ い か わ

川 侑
ゆ う き

生
　期

き ま つ し け ん

末試験の期
きかんちゅう

間中、本
ほんじょたすく

庶佑さん
がノーベル賞

しょうじゅしょうしき

授賞式でストックホ
ルムに到

とうちゃく

着したというニュースを
見ました。以

い ぜ ん

前聞いた本庶さんの
「教科書を信じない」という言葉は、衝撃的でした。
同
どう

時
じ

に、自分の目で確
たし

かめながら進
すす

むことは、大事
なことだと気付かされた言葉でもありました。
　70歳

さい

を過ぎた方が凛
りん

とした態
た い ど

度で会
かいけん

見に臨
のぞ

んで
いる姿

すがた

に、その言葉が思い出されました。試験勉
べんきょう

強
への気持ちが少し変

か

わった気がしました。


